
端子接続
・LD + / LD-：レーザーの陽極/陰極ピン。可能であれば、短いツイストケーブルを使用して
レーザーを接続します。 CTL200-0はフローティングダイオードとのみ互換性があるため、
アノードもカソードも電気的にGNDに接続する必要はありません。
・VL + / VL-：レーザー陽極/陰極4線式電圧検出ピン。
・PD + / PD-：フォトダイオードのカソード/アノードピン。 PD +は内部でGNDに接続されてい
ます。
・TH + / TH-：10Kサーミスタピン。
・TEC + / TEC-：ペルチェ素子への接続。

電源
ボードには、VSピンに7.5 V〜12.5 Vの電圧を供給する必要があります。
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コンプライアンス電圧の調整
構成スイッチのスイッチSW3およびSW4は、コンプライアンス電圧の調整に使用されます。
次の図は、4つのコンプライアンス電圧構成の最大レーザー電圧と電流を示しています。

CTL200-0-B-200コンプライアンス電圧

CTL200-0-B-400コンプライアンス電圧
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CTL200-0-B-600コンプライアンス電圧

消費電力を最小限に抑えるために、可能な限り低いコンプライアンス電圧構成を使用して
ください。
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shine
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